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Gd3Al2Ga3O12(GAGG)結晶はガーネット構造を持つシンチレータのホストである．ガー

ネット結晶にはカチオンアンチサイトや空格子などの結晶欠陥が多量に存在することが

知られており[1,2]，結晶格子の格子緩和を引き起こす．それがドーパントである発光中心

の光学特性に少なからず影響を及ぼすと予想される．特に，GAGG 結晶の場合，その格

子緩和には混晶化に伴う静的な揺らぎが生じ，さらに影響が大きくなると考えられる．本

研究では，GAGG 結晶における格子緩和と静的揺らぎを明らかにするために GAGG と

Gd3Ga5O12(GGG)の蛍光 X線ホログラフィーの測定を行った．実験はフォトンファクトリ

ーの BL6C で行った．図 1 には Gd3Ga5O12(GGG)結晶の実験(左半分)とシミュレーション

(右半分)の(100)面ホログラムパターンを示す．どちらも 7.5 keVの X線照射下で得られた

ものである．シミュレーションにはアンチサイトや空格子などの結晶欠陥を含まない結

晶モデルを用いた．二つのホログラムパター

ンはよく一致しており，GGG結晶中のガドリ

ニウムイオンまわりの格子構造は結晶モデル

のそれと同じことを示す．また，実験とシミュ

レーションから得られたホログラムパターン

には同様に X線定在波線が観測され，実験試

料の結晶性が高いことを示す．ホログラムパ

ターンから再生した格子像の位置はよく一致

する反面，強度比は必ずしも一致しない．現在

は，この不一致の原因を検討している． 
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Fig.1 Experimental (left-half) and simulated 

(right-half) hologram pattern of a GGG crystal 

measured at 7.5 keV. 
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